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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
健
全

な
農
業
・
農
村
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
た

め
に
、
高
齢
化
進
行
地
域
や
農
地
が
急
傾
斜

地
で
あ
っ
た
り
、
地
形
的
条
件
に
よ
り
小
区

画
・
不
整
形
で
あ
る
な
ど
、
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

農
地
を
有
す
る
集
落
内
で
集
落
協
定
を
結

び
、
農
業
生
産
活
動
や
保
全
活
動
を
行
う
場

合
に
、
5
年
間
に
わ
た
っ
て
交
付
金
を
当
該

集
落
に
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
を

活
用
し
、
各
集
落
は
協
定
参
加
者
の
創
意
工

夫
に
よ
り
活
動
し
、
地
域
の
活
性
化
お
よ
び

農
村
環
境
や
景
観
の
向
上
に
効
果
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
は
本
制
度
の
一
部
見
直
し
が
行

わ
れ
、
新
た
な
対
策
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
、

前
対
策
か
ら
取
り
組
む
7
つ
の
集
落
の
ほ
か

に
、
小
原
中
北
地
区
が
新
た
に
集
落
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

各
集
落
協
定
で
は
「
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
が
作
成
さ
れ
、
集
落
の
将
来
像
や
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
5
年
間
の
活
動
目
標
を

明
確
に
し
、
集
落
を
基
礎
と
し
た
営
農
組
織

の
育
成
な
ど
、
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業

生
産
活
動
な
ど
の
体
制
整
備
に
向
け
て
、
よ

り
前
向
き
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
当
市
に
お
け
る
該
当
地
域
】

●
通
常
地
域
（
地
域
振
興
立
法
の
指
定
地
域
）

・
小
原
（
旧
小
原
村
）
地
区
（
特
定
農
山
村

地
域
に
お
け
る
農
林
業
な
ど
の
活
性
化
の
た

め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
2

条
第
4
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
）

●
特
認
地
域（
宮
城
県
知
事
が
自
然
的・経
済
的・

社
会
的
条
件
が
不
利
な
地
域
と
し
て
指
定
）

・
越
河
（
旧
越
河
村
）
地
区
、
斎
川
（
旧
斎

川
村
）
地
区
、大
鷹
沢
（
旧
大
鷹
沢
村
）
地
区
、

白
川
（
旧
白
川
村
）
地
区
、福
岡
（
旧
福
岡
村
）

地
区

【
平
成
17
年
度
交
付
金
交
付
状
況
】

　

平
成
17
年
度
に
交
付
金
を
交
付
し
た
市
内

の
集
落
と
交
付
金
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

交
付
金
の
総
額
は
約
1
、
8
0
0
万
円
、

交
付
し
た
集
落
は
8
集
落
で
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
の
負
担
割
合
は
、
通
常
地

域
の
場
合
は
国
が
2
分
の
1
、
県
と
市
が
4

分
の
1
、特
認
地
域
に
あ
っ
て
は
国
、県
、市

そ
れ
ぞ
れ
が
3
分
の
1
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
集
落
協
定
に
基
づ
き
総
額
の
約

2
分
の
1
以
上
を
水
路
・
農
道
な
ど
の
維
持

管
理
、
農
地
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

を
増
進
す
る
活
動
や
集
落
の
活
性
化
に
要
す

る
費
用
に
使
用
さ
れ
、
残
り
の
交
付
金
は
、

現
に
農
地
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
農

地
の
耕
作
者
に
面
積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

宮
城
県
で
は
、
昭
和
53
年
6
月
12
日
に
発

生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
に
、
6
月
12

日
を
「
県
民
防
災
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
毎
年
6
月
12
日
に
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
10
月
に

宮
城
県
と
の
共
催
で
実
施
す
る
、
土
砂
災
害

訓
練
に
併
せ
て
市
内
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練

や
避
難
訓
練
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

昨
年
は
川
崎
町
で
震
度
6
弱
、
当
市
で
も

震
度
5
弱
の
揺
れ
を
記
録
し
た
8
月
16
日
の

宮
城
地
震
や
、
深
谷
地
区
を
は
じ
め
広
範
囲

の
浸
水
被
害
を
出
し
た
8
月
25
・
26
日
の
台

風
11
号
に
よ
る
豪
雨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
み
て
も
地
震
や
豪
雨
、
豪
雪
と

い
っ
た
災
害
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す

る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
地
震
に
関
し
て
は
、
過
去
26
年
か
ら

42
年
の
周
期
で
発
生
し
て
い
る
宮
城
県
沖
地

震
が
そ
の
発
生
時
期
に
入
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
対
策
は
急
務
で
す
。
市
で
も
本
庁
舎
や

優
先
避
難
場
所
で
あ
る
小
中
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
に
加
え
て
災
害
時
備
蓄
品
の
整
備
、

地
域
防
災
計
画
改
訂
に
併
せ
た
防
災
体
制
の

構
築
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
の
低

減
に
は
個
人
や
家
庭
、
地
区
の
防
災
意
識
向

上
や
防
災
対
策
の
推
進
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
危
険
箇
所
の
確

認
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
や
家
具
の
転

倒
防
止
な
ど
を
行
っ
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
と
き
自
分
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

し
、
自
分
が
無
事
で
あ
れ
ば
他
人
を
助
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

地
震
へ
の
備
え
に
は
、｢

広
報
し
ろ
い
し

5
月
号
」
4
・
5
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
木
造

住
宅
耐
震
対
策
事
業
や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
、
家
具
の
転

倒
防
止
な
ど
の
活
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
区
内
に
お
い
て
日
ご
ろ
よ
り
危

険
箇
所
や
介
助
が
必
要
な
世
帯
の
把
握
、
災

害
時
の
役
割
分
担
な
ど
を
行
っ
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
右
往
左
往
す
る
こ
と
な
く

災
害
初
期
の
対
応
が
図
れ
、
被
害
の
低
減
に

効
果
的
で
す
。

　

地
震
に
限
ら
ず
大
雨
や
暴
風
、
火
山
噴
火

な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
万
全
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、
被
害
を

あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。」
災
害
は
待
っ
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
対
策
は
早
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
同
時
多
発
的

な
被
害
の
発
生
や
、
交
通
網
の
寸
断
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
災
害
の
発
生
直
後

は
市
役
所
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
救
援
活
動

が
迅
速
に
行
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
負
傷
者
の
救
助
や
火
災
の
消
火

は
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
そ
こ
で
力
を
発
揮

す
る
の
が
「
地
域
で
の
対
応
・
協
力
体
制=

自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

　

市
で
は
昨
年
秋
、
各
自
治
会
に
お
い
て
地

域
防
災
懇
談
会
を
開
催
し
、
防
災
マ
ッ
プ
の

配
布
と
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
防
災
に
対
す
る
意
識
は
軒
並
み
高
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
談
会
の
後
に
も
自
主
防
災
組
織

の
説
明
会
依
頼
や
自
治
会
個
別
の
相
談
な
ど

も
受
け
て
い
ま
す
。

　

4
月
末
現
在
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
数

は
14
組
織
で
、
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
て

い
る
自
治
会
数
は
15
と
、
自
治
会
総
数
の

13
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
へ
の
防
災
資
機
材

貸
与
な
ど
の
支
援
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
立
や
活
動
な
ど
の
ご
相
談
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
2
2
―
1
3
1
4

▲今も続く昔ながらのくい掛け風景（沼田地区）

▲新規で取り組む小原中北地区の農用地

平成17年度中山間地域等直接支払交付金交付状況
地区名

（旧市町村名）
集落名

（協定集落名）
交付金の対象と
なった農地面積
（㎡）

交付金（円） 集落マスタープランで
定めた主な取組内容

小原
（旧小原村）

大熊 54,053 978,060 ・担い手への農作業の委託・交付金の交付対象とならない農家との連携した活動

塩ノ倉 149,890 3,068,590 ・担い手への農作業の委託・非農家との連携した活動

中北 127,505 2,677,605 ・機械・農作業の共同化・自然生態系の保全に関する学校教育との連携した活動

沼田 65,821 1,382,241 ・担い手への農作業の委託・非農家との連携した活動

大鷹沢
（旧大鷹沢村）

稲荷堂 52,706 1,106,826 ・機械・農作業の共同化・他集落との連携した活動

唐竹 22,313 217,049 ・機械・農作業の共同化・他集落との連携した活動
白川

（旧白川村）犬卒都婆 336,052 5,860,741 ・集落を基礎とした営農組織の育成
福岡

（旧福岡村） 上原 139,754 2,704,344 ・担い手への集積化

合計 ８集落 948,094 17,995,456 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

実
施
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成17年度

▲昨年6月12日に第一小学校で実施された総合防災訓練

▲昨年12月9日に行われた越河9区自治会の自主防災組
織設立総会

自主防災組織の役割
●災害に備えるための日ごろからの活動

●災害発生時に、人命を守り被害の拡大を防ぐ行動

平常時

災害時

地域内の安全点検
防災知識の普及・啓発

防災訓練

初期消火
避難誘導
救出・救助

情報収集・伝達
避難所の管理・運営

６
月
12
日
は
県
民
防
災
の
日

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
〜

災
害
へ
の
備
え
〜
今
年
は
10
月
に

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
〜

自
主
防
災
組
織

〜
15
自
治
会
で
既
に
設
立
〜


